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沖
縄
方
言
の
動
詞
活
用
の
記
述
か
ら
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。
〈
は
じ
め
に
〉

沖
縄
方
言
の
動
詞
の
活
用
は
、
従
来
、
服
部
四
郎
著
「
琉
球
語
」
『
世
界
言
語
概
説
（
下
巻
ど
、

国
立
国
語
研
究
所
篇
『
沖
縄
語
辞
典
』
、
仲
宗
根
政
善
著
「
沖
縄
方
一
一
一
口
の
動
詞
の
活
用
」
『
国
語
学
（
礼
〉
』
等
に
み
る
よ

主
要
訴
幹
部
と
そ
の
活
用
表
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
沖
縄
方
言
の
動
詞
を
、
そ
の
語
幹
末

尾
の
替
変
の
型
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
基
本
、
連
用
、
音
便
の
三
つ
の
語
幹
を
設
定
し
、
語
形
替
変
を
表
に

し
て
示
す
。
諸
接
足
形
式
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
語
幹
に
接
尾
す
る
と
い
う
順
に
記
述
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
活
用
表

に
よ
る
記
述
方
法
は
、
安
定
し
た
長
い
伝
統
を
も
ち
、
お
そ
ら
く
最
も
着
実
で
実
用
性
に
富
ん
だ
方
法
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
記
述
の
方
法
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
沖
縄
首
虫
方
一一一川
の
動

う
に
、



詞
一
語
幹
類
と
接
尾
形
式
の
結
合
に
よ
っ
て
起
る
音
韻
替
変
に
焦
点
を
あ
て
、

用
い
、
形
態
音
素
に
よ
っ
て
語
幹
及
び
接
尾
形
式
の
基
形

as。
h
R
B）
を
設
定
し
、
品
川H
変
規
則
（
以
下
「
規
則
」

と
呼

ぶ
〉
を
通
し
て
諸
活
用
形
を
得
る
よ
う
記
述
し
、
そ
の
結
果
生
じ
る
こ
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

門
司
・
（
H
Z
B
m
H
L
司円。
円2
m）

《

2
〉

モ
デ
ル
を

語
形
が
中
心
に
な
る
た
め
、．
1
山
幹
と
諸
々
の
接
尾
形
式
の
共
起
関
係

2
00ののロ円円
2
2
『
己
主
一
o
ロ印）

や
、
そ
の
意
味
、

機
能
に
つ
い
て
は
、
最
少
限
に
と
ど
め
る
υ

ハ
υ
・1
i

首
里
方
百
の
音
韻
に
つ
い
て
は
、
『
沖
縄
語
辞
典
』
に
よ
る
も
の
を
次
の
通
り
修
正
し
て
用
い
る
。

ィ
、
＼
〈
は
認
め
な
い
u

ロ
、
＼
』
＼
w

＼
ヨ
＼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
＼
一
〉
＼
巾
＼
及
び
＼
ロ
＼
w

＼0
＼
の
前
に
立
つ
υ

ハ
、
＼
Z
＼u

＼」＼
u

＼
当
＼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
語
頭
に
立
つ
。

ニ
、
＼
吋
＼
は
、
話
腹
で
は
〔

J
i
Q〕
の
自
由
変
異
を
示
す
。

ホ
、
＼
の
＼
”
＼
N

＼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
＼
問
＼
u

＼M
＼
と
し
、
＼
の
＼
w

＼
州
＼
は
、
＼
の
＼
u

＼N
＼
と
す
る
。

へ
、
＼
1
w
m
p
と
＼
の
＼
印
＼
は
、
＼
開
＼
と
し
、
＼
必
＼
及
び
＼
ω
p
m
p
g＼
の
＼
印
＼
は
、
＼
ω＼
と
す
る
。

分
節
音
素
を
去
に
示
せ
ば
、
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。

首
里
を
含
む
沖
縄
方
言
全
体
を
み
る
と
、
モ
l
ラ
と
音
節
は
、

か
な
ら
ず
し
も
完
全
に

一
致
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

沖縄方己の助川泊周の記述から

こ
の
点
は
、
本
稿
に
直
接
関
係
が
な
い
た
め
省
く
こ
と
に
す
る
。
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ほ

u 

。
a 

e 

0
・1
に
あ
げ
た
音
素
記
号
以
外
に
、
次
の
大
文
字
を
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ζ
w

zu
河

口
u
F
F
C
o
こ
れ
ら
大
文
字
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
形
態
音
素
は
、
－
H
一
案
記
号
（
小
文
字
）
に
よ
っ
て
表
わ
さ

れ
る
形
態
音
素
よ
り
、
さ
ら
に
抽
象
化
さ
れ
た
単
位
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
規
則
を
み
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
と
思
う
）
が
、

小
文
字
の
表
わ
す
形
態
音
素
に
頬
似
し
た
抽
象
的
な
音
声
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
但
し
、
宮
u
Z
は、

そ
れ
ぞ
れ
1
モ
l
ラ
を
成
す
u

記
号
・
（
ハ
イ
フ
ン
）
は
、
形
態
音
素
で
は
な
く
、
副
幹
と
接
尾
形
式
の
境
界
を
示
し
、

接
尾
形
式
中
の
空
白
は
、
形
態
素
の
境
界
を
示
す
υ

い
ず
れ
も
、

規
則
を
通
過
（
適
用
〉
し
た
ら
、

自
動
的
に
消
滅
す



る
Q

記
号
A
は、

ー
を
除
く
他
の
「
母
音
」
ア

P

F

C
を
一
括
し
て
去
わ
す
た
め
便
宜
的
に
用
い
る
。

V
は
母
音
公

体
を
、

C
は
子
音
全
体
を
い
い
火
わ
す
υ

本
稿
は
、
動
詞
の
単
純
必
幹
と
、
そ
れ
に
直
接
に
結
び
つ
く
接
尾
形
式
の
結
合
に
よ
っ
て
起
る
語
形
待
変
の
記
述
に

限
定
す
る

Q

従
っ
て
、
派
生
品
幹
と
み
ら
れ
る
受
身
（
例

同
日
ム
ユ
ア
《
以
ら
れ
》
）
や
、
使
役
（
例
、
同

R
・E
・
《
取
ら
寸
J
V
〉

枇
一
寸
は
除
外
す
る
υ

1
i

・ハ
U

動
詞
の
接
足
形
式
は
、
大
別
し
て
、

A
型、

I
型、

t
型
の
三
つ
の
型
に
な
る
υ

（
次
に
あ
げ
る
例
は
音
葉
、
に
よ

り
実
現
さ
れ
た
形
、
そ
の
忠
一
形
（
回
凶
宮
町
2
5
1
及
び
、
必
要
に
応
じ
カ
ッ
コ
内
に
、

本
形
に
も
と
マ
つ
い
て
想
定
で
き
る
通
時
的
に

古
い
形
を
一
爪
す
J

－A
－
1

－
 
A
型
接
尾
形
式
は
、
「
志
向
形
」
「
未
然
形
」
「
命
令
形
」
「
述
体
形
」
等
の
接
尾
形
式
を
合
み
、

r
p
C
で

始
ま
る
υ

動
詞
《
取
る
》
の
例
を
一
不
す
υ

i桝

｝認

持
漁
連
＋
ロ
ロ

Z
円
1

同
ロ
ロ
（
〈

Z
円

1
山
口
己
〉

f
H
H
m
凶一之

加一
E
選

同
ロ
吋
州
凶

同
ロ
円

1
m凶

臥
可
サ
選

苫円
l

－
（
八
円
三
1
ゆ
）

H
Z吋
】

国
森
遺
＋

S

古川一一日

Z円
l

C

ロ
ω
ハ
八
件
三
l
己
口
白
）
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こ
れ
ら
の
接
尾
形
式
は
、
通
時
的
に
は
、
・
ー
は

e
、
a
は
a
、
U
は
u
か
ら
き
た
で
あ
ろ
う
（
5
・1
参
照
三
し
か
し、

「連
体
形
」
の

U
に
は
、
い
く
ら
か
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
時
的
に
u
で
あ
る
な
ら
、

（

3
）
 

J
R
Z
m
に
な
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、 5

2
5
《
産
す
な
》
は
、
240 

J
S
Z
ω

に、

g
E
E
《
立
つ
な
》
は
、

る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
あ
た
か
も
規
則
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
に
す
る

Q

後
日
、
稿
を
改
め

1
・2

I
型
接
尾
形
式
は
、
「
連
用
形
」
「
終
止
形
」
を
含
み
、

通
時
的
に
は
、

i
で
始
ま
る
接
尾
形
式
で
あ
る
υ

《
取
る
》
《
書
く
》
の
例
を
示
す

Q

｜桝

出

W

協
迅
速

...... 
ロ

'--"• 
h・..

苫円
lH
（
〈
昨
日
1
C

｝
内
向
凶
町
一

｝g
r
l
H
（
〈
｝s
r
i－）

お
件
当W

Z』
5
2

Z
円l
H
C円
自
己
（
〈
F

t
弓
O
司
自
己
）

｝
白
川
口
Z

r
r
l
H
己
自
己
（

、、、、

¥._/ 

「
終
止
形
」
の
同
己
自
己
は
、
通
時
的
に
古
い
形
－

g12

5
戸

こ

の

点

に
つ
い
て
は
、
服
部
博
士
の

（

4
〉

「述
用
形
＋
居
り
」
の

4
越
し
た
分
析
が
あ
り
、
『
沖
縄
語
辞
典
』
は
、
自
己

に
つ
い
て
、
主
観
的
（
話
者
の
〉
判
断
を
去

（

5
〉

わ
す
と
し
て
い
る
ω

本
稿
は
、
こ
の
分
析
に
従
う
が
、

基
形
は
、
語
腹
の

w
が
脱
落
し
た
形

で
あ
ろ
う
ω

2
5
5
C）

 

を
設
定
す

る。
ーム・
qo

t
型
接
尾
形
式
は
、
「
分
詞
」
「
過
去
形
」
を
含
む
、
t
で
始
ま
る
接
尾
形
式
で
あ
る
。
《
取
る
》
の
例
を
示
す
u



通
時
的
に
は
、
巴
〈
ZW
宮
門
〈
宮
門
u
Z
2〈
Z
R
U
H
O
O円八

z
t司
O♂
件
。
crAハ
g
o
r
で
あ
ろ
う
。

の
w
の
脱
落
、
二
重
母
音
の
長
母
音
化
が
起
っ
た
形
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
u

そ
の
他
、
『
沖
縄
語
辞
典
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
諸
接
尾
形
式
は
、

1
・
1
、
1
・
2
、
1
・
3
の
い
ず
れ
か

に
準
じ
て
、
基
形
が
設
定
で
き
る
υ

ち
な
み
に

Y
F
2
2
Z
2
《
読
ん
で
あ
っ
た
の
だ
っ
た
の
だ
》

泊〉

IJlil< 

と以

同
戸

H
t

山
田
は
州
連

門
戸

HHmz

mt 

湘

一戸
H
H
A山

O
Z

ヰ在

言E

4

戸

HHooz

ヨE

前

同ロ件。。～一口
Z

l洪

ミ己

4

一
戸
円
1
片
岡

吉司
l
g円
自
己

苫
円
1
Z
2
E
C

4
f
ロ
円
1

4
け

0
0円

H
U円

し
「

Z
円

1
H
o
o
r
H
R
E
C

基
形
は
、

五
日
付
H
h

zコ円
H

”H
H川

件。2
Z
2
Z
2
5
C
で
あ
り
、
通
時
的
に
は

Y
B
l
g
何
回
門
店
内
弓

Z

2

5
ロ
で
あ
ろ
う
υ

は
基
形

Y
B
l

沖縄方五の動詞活用の記述から

ワハ】・ハリ

動
詞
語
幹
は
、
そ
の
末
尾
の
形
態
音
素
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
む

I 

カ
ッ
コ
内
に

A
、

t 
型

の
接
尾
形
式
そ
れ
ぞ
れ

P

F
丘
、
が
接
尾
し
た
際
に
実
現
さ
れ
る
形
を
示
す
ω

臼
・
吋
一
詰
幹
。
次
の
二
種
に
下
位
分
類
す
る
。

例
、
ロ

R
’
《
鳴
る
》

Z
？
《
取
る
》
｝
内
一
？
《
蹴
る
》

巳2

〉
？
（
〉
片
山
”
〉
b
w
〉
己
）
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nlr－
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帳
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》
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制
時
》

s2. 
R
昭
社
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去
三
Q
1
1
程~

1l
｝
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起
令
嬢
←
向
。

a. 
M
R
-

(Nda, 
Nzi, 

Nti) 
窓’

k
a
M
R－

《
会
刊
の
》

j
a
M
R－

《
謡
可
の
》

n
i
M
R－

《
嘆
の
》

b. 
N
R
-

(Nda, 
Nzi 

Nci) 
窓

P
k
u
N
R－

《
〉
る
の
》

N
N
R－

《
岡
崎
》

(;t;tl) 
~J Q

問
主
主
事
長
以
竺
窓
も
も
お
二
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《
E史
的
》

t
!
~
割
諸
国
連
さ

4く
む
宕
千
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開
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Q
~
毛
寝
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P
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肖
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会
J
~＼~：。

S4. 
(
I
)
D
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c
I
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S
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I
D
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黒
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》
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I
D
《
哀
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P
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P
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mit-
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k

開
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窓
’

k
a
k
－
《
制
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《
~
v
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》
？
u
k
－
《
~
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》

S7. 
s
開E主主。（

sa
，
主
i,
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~，. 
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－
《
制
お
》

hus
－
《
H
-
~
》

kees
－
《

Jさ
！
ヤ
》

SS. 
g

開E泣
。
（

ga
，
主
i,

zi) 
窓’

k
u
g
－
《
製
〈
／
》
？

wiig
－
配
送
し
》

n
a
g
－
《
諜
〈
／
》

S9. 
b

閉
g1Jj¥:

。（
ha,

bi, 
di) 

~，. 
tub－

《
終
判
》

n
u
b－

《
走
可
》

jub－《
g,

可》



∞H
C
 

日
一
詰
幹
υ

（B
P
s
r
L
C

イ月

吉
日
目
《
読
む
》

E
B’
《
食
べ
る
》

2
5’
《
済
む
》

こ
の
語
幹
類
の
「
終
止
形
」
’
ロ
ロ
Z

に
つ
い
て
は
、

3
を
参
照
u

∞
］
｛
］
｛
 

ロ
語
幹
ω
P
P
E・
5
例
、
丘
中
《
死
ぬ
》

他
に
例
は
な
い
が
、
規
則
変
化
を
す
る
た
め
、
規
則
的
語
幹
と
し
た
ν

以
上
の
語
幹
類
に
属
し
な
い
少
数
の
動
詞
語
幹
が
あ
る

Q

い
わ
ゆ
る
規
則
動
討
で
あ
り
、
こ
の
記
述
か
ら
一
応
除
外

す
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ま
た
は
三
つ
の
基
形
を
設
定
し
接
尾
形
式
の
選
択
に
制
限
を
つ
け
る
こ
と

に
よ
り
、

3
の
規
則
に
適
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ο

例
、
吋
停
l

〉
型
、
同
型
吋
ど
∞
，
H

型
《
行
く
》

q
d
・ハ
U

上
記
1
及
び

2
で
述
べ
た
語
幹
と
接
尾
形
式
の
基
形
が
選
択
さ
れ
る
と
、
次
に
あ
げ
る
規
則
を
適
用
し
て
、

沖縄方訂の.'li)JJ司活用の記述から

音
韻
形
（

3
0
5日
付
与
さ
る
が
得
ら
れ
る
υ

規
則
は
、
同
↓
ペ
＼
〉
｜
回
の
形
を
と
る
u

こ
れ
は
、
〉
阿
国
の
条
件
を
充
た
し
た
場
合
に
〉
ペ
回
に
変
る
こ
と
を
意

、｝
I
L
l
－

味
す
る

υ
X
Y
は
「
X
ま
た
は

Y
」
を
志
味
し
、
の
は
ゼ
ロ
（
消
え
る
）
を
、
非
は
一
泊
境
界
を
意
味
す
る
。
語
幹
境
界

j
s

・・・4
、B

E
E

・、

を
一
不
す
a

（
ハ
イ
フ
ン
）
が
規
則
に
あ
る
場
合
は
、
そ
の
条
件
を
充
た
し
た
法
形
の
み
に
そ
の
規
則
は
適
応
す
る
。
・
の

な
い
規
則
は
、
そ
の
無
有
に
か
か
わ
ら
ず
適
応
す
る
υ

下
記
の
規
則
は
、
一
諸
幹
末
と
接
尾
形
式
に
適
応
す
る
。

替
変
規
則
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二
重
母
音
の
長
母
音
化
は
、

一
応
除
外
し
て
考
え
る
。
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と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

こ
れ
ら
の
規
則
は
、
概
し
て
上
に
あ
げ
た
順
序
に
適
用
さ
れ
る
が
、
す
べ
て
厳
密
な
順
を
追
わ
な
け
わ
ば
な
ら
な
い

M
m
、
M
H
の
前
で
、

M
1

M
1
は、

M
5
の
ム
別
で
あ
れ
ば
よ
い
し
、

M
6
は、

の
後
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る

Q

し
か
し
、

M
5
は、

M

4
の
前
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、

M
6
の
後
で
あ
っ
て
も

な
ら
な
い
、

つ
ま
り
ぜ
ω「
江
戸

5
・
0
正
常
命
（
日
3

（
部
分
的
に
決
ま
っ
た
順
序
が
あ
る
こ
と
）
で
あ
る

Q

A
生
・
ハ
U

こ
こ
で
、

作
一
山
川
幹
類
と
接
尾
形
式
の
三
つ
の
型
の
組
合
せ
が
、

規
則
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
過
程
を

A
型

は
「
未
然
形
」
十
ロ
ピ
《
否
定
文

I
型
は
「
終
止
形
」
、

t
刑
一
は
「
過
去
形
」
を
例
に
と
っ
て
示
す

Q

A
斗
A

－
1

－

語
幹
十
ω
ロ
ロ
《
．
否
定
（
現
在
）
》

∞〕｛何回・

〉
？
山
口
句
一

zzw
〉
E
Z・

∞
］
｛
『
・

同
門
ム
ロ
ロ
一

Z
H
F
H
5
2
山
富
H
m
w
5
2・

∞
凶
何
回
・

富岡山
s
印
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【

γ
富
山
w

包
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ロ
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一
宮
H
F
Z
L
m
z－

ω
N
r・

Z
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m
口
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一
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ω
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Z門
目
白
ロ
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一
宮
5
w
Z門HmH74・

∞ω
m－
 

日
時
ω
見
）
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単
一

ρ
什
制
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＃
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間
｝
’
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口
口
一

γ向
N
W

わ
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一
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w
h
o
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m
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ロ
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0
0
5
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IP-a 

n
U
;
 M
2
,
 
I-a 

n
U
;
 M
4
,
 I
r
-
a
n
U
;
 
M
l
3
,
 
lraN; 

M
l
6
,
 
iraN

・

S4. 
ID-a 

n
U
 ;
 Ml
,
 
Ir-anU ;

 Ml
3
,
 
IraN ;

 Ml
6
,
 
iraN. 

SS. 
t-a 

n
U
 ;
 Ml
3
,
 
taN. 

S6. 
k-a 

n
U
;
 M
l
3
,
 
kaN. 

S7. 
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n
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 Ml
3
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saN. 

S8. 
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n
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;
 M
l
3
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gaN. 
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n
U
 ;
 Ml
3
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SlO. 
m
-
a
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U
;
 M
l
3
,
 
m
a
N
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Sll. 
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n
U
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 Ml
3
,
 
naN. 

寸
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N
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I
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m
U

 《
終
世
絵
》

Sla. 
Ar-I 
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m
U
;
 M
S
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A
j
l
u
m
U
;
 M

9
,
 
A
j
u
m
U
;
 M
l
3
,
 
A
j
u
N
;
 M

l
6
,
 
AjuN. 

S
l
 b. 

Ir-I 
ur 

m
U
;
 M
S
,
 I

j
l
u
m
U
;
 M

9
,
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j
u
m
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 M

l
3
,
 
IjuN; 

M
l
6
,
 
ijuN. 

S2a. 
M
R
-
I
 ur 

m
U
;
 M
S
,
 
M
d
i
u
m
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;
 M
8
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M
z
l
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M
l
6
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N
Z
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N
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S2b. 
N
R
-
I
 ur 

m
U
;
 M
5
,
 
N
d
l
u
m
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;
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S
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N
Z
i
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m
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;
 M
9
,
 
N
z
j
u
m
U
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l
3
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M
l
5
,
 
N
Z
u
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l
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S3a.
件
C
a
P
-
I
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m
U
;
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2
,
 
C
a
w
-
I
u
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m
U
;
 M

3
,
 
C
o
o
-
I
u
r
m
U
;
 M

4
,
 C
o
o
r
-
I
u
r
m
U
;
 M
5
,
 C
o
o
l
u
m
U
;
 

0
0
 

M
9
,
 C

o
o
j
u
m
U
;
 M
l
3
,
 
C
o
o
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u
N
;
 
M
l
6,

 Co
o
j
u
N
・

北C
V
C
a
P
-
I
ur 

m
U
;
 M
2
,
 
C
V
C
a
-
I
u
r
m
U
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 C上

に
同
じ
）

M
4
,
 M

5
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 M
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M
1
3
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 Ml
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C
V
C
a
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u
N
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IP-I 
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m
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;
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u
r
m
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;
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4
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I
r
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I
u
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m
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;
 
M
5
,
 
I
j
l
u
m
U
;
 
M
9
,
 I

j
u
m
U
;
 M

1
3
,
 
IjuN; 

M
 

16, 
ijm 可（？

iP
－
の
場
合
は

［
j
U
N

も
可
能
〉
．

S4. 
ID-I 

ur 
m
U
;
 M
l
,
 I

r
l
u
r
m
U
;
 M

5
,
 I
j
l
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m
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;
 M

9
,
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j
u
m
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1
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,
 IjuN; 

M
l
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m
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 M
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 cj
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M
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C
U
N
;
 
M
l
6
,
 C
u
N
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S6. 
k-Iur 

m
U
;
 M5
,
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i
u
m
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 M

S
,
 
c
i
u
m
U
;
 
（
以
下

S
5

に
同
じ
）

M
9
,
 M

1
3
,
 
M
1
5
,
 
M
1
6
,
 
CUN. 

S7. 
s-I 

ur 
m
U
;
 M
5
,
 
s
i
u
m
U
;
 M

S
,
 s

i
u
m
U
;
 
（
以
下

S
5

に
準
ず
）

M
9
,
 
M
1
3
,
 
M
1
5
,
 
M
1
6
,
 
SuN. 

SS. 
g-I 

ur 
m
U
;
 M
5
,
 
g
l
u
m
U
;
 M

S
,

 zl
u
m
U
;
 C以

下
S5

に
準
ず
）

M
9
,
 
M
1
3
,
 
M
1
5
,
 
M
1
6
,
 
ZuN. 

S9. 
b-I 
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9
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M
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,
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Sll. 
n-I 

ur 
m
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;
 M
S
,
 
n
l
u
m
U
;
 M

9
,
 
n
j
u
m
U
;
 M

1
3
,
 
njuN; 

M
l
5
,
 
IlUN; 

M
l
6
,
 nu
N
.
 

司
・
∞

胞
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十

tar
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ム
~
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Sla. 
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A
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a
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1
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a
N
・

寸唱。4
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F
h
d

・ハ

υ

形
態
音
素
は
、
一
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
異
形
態
が
、
形
態
素
か
ら
音
韻
論
的
に
自
然
で
無
理
の
な
い
音
韻

替
変
規
則
に
よ
っ
て
導
き
出
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
設
定
す
る
単
位
と
言
え
よ
う
。
形
態
音
素
な
ら
び
に
梓
変
規
則

潔
に
説
明
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
る
、

は
、
あ
く
ま
で
も
共
時
態
を
土
台
に
し
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
と
も
異
形
態
と
形
態
素
の
関
係
を
よ
り
筒

（

6
）
 

い
わ
ば
、
共
時
態
を
説
明
す
る
た
め
の
道
具
立
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
「
道
具
」
は
、
そ
の
一
一

一一日
立
川
の
黙
史
を
反
映
す
る
場
合
が
多
く
、
完
全
な
一
致
は
み
ら
れ
な
い
ま
で
も
、
通
時
的
に
起

（

7
）
 

っ
た
で
あ
ろ
う
事
件
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。

る
に
す
ぎ
な
い
。

規
則
M
7
、
M
8
は
、
通
時
的
に
起
っ
た
と
み
ら
れ
る
口
茶
化
を
示
唆
す
る
が
、

M
7
は
、
そ
の
一
部
を
示
し
て
い

つ
ま
り
、
実
際
に
は
、

F

F
門
戸
出
、
が

M
7
の
条
件
で
口
葉
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
動
詞
の
語

形
に
限

っ
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

替
変
規
則
を
通
時
的
な
音
韻
変
化
の
詳
細
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
語
幹
末
尾
以
外
の
語
頭
、
話
腹
の
分
節
や
、
他
の

品
詞
も
合
む
通
時
的
な
変
化
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
た
め
、
後
日
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
大
文
字
に

よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
形
態
背
素
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
。

本
稿
の
形
態
立
日
系
I
、
U
は
、
通
時
的
に
古
い
背
宗

r
c
を
時
一
亦
す
る
。
従
っ
て
、

5
母
音
、
（
短
母
音
）

に
υ

・1
i



r
p
p
p
F
が
仮
定
で
き
、

ま
た
短
母
音
の
三
母
音
化
は
、

変
化
が
起
っ
た
後
に
し
か
起
り
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
も
仮
説
と
し
て
成
立
す
る
。
さ
ら
に
、
コ
一
母
青
化
の
過
程
に

規
則

M
M
に
よ
っ
て
も
分
る
よ
う
に
、
積
々
の
子
音

つ
い
て
も
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

r
p
p
o
w
ロ
は
、
先
、
ず
」
r
r
p
F
J
H
に
音
戸
的
に

変
化
し
た
。
（
戸
口
は
、
そ
の
よ

u
J
の
反
映
で
は
な
か
ろ
う
か
。
）
そ
の
結
果
、
子
音
の
口
蓋
化
に
代
表
さ
れ
る
青
調
的

変
化
が
起
り
、
後
に
コ
一
母
音
と
な
っ
た
。

こ
の
母
音
の
音
声
的
変
化
は
、
広
く
琉
球
方
言
に
共
通
に
起
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
過
程

の
仮
説
は
、
北
部
方
二一一円
等
に
み
ら
れ
る
話
頭
の
有
気
、
無
気
子
育
の
成
立
の
説
明
の
助
け
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

ま
た
宮
古
、
八
責
山
、
与
那
同
方
一
一
一日
に
み
ら
れ
る
、
首
里
＼
当
＼
に
対
立
す
る
＼
『
＼
や
、
与
那
国
の
首
里
＼
」
＼
に
対

立
す
る
＼
仏
＼
等
の
成
立
も
説
明
で
き
る
と
思
う
。
詳
細
に
わ
た
る
説
明
は
省
略
す
る
が
、

の
で
あ
ろ
う
。

。同・』．

＠
 

＠
 

一一一一一一一i 釦

Pl 陣・

ロ0・

大
筋
次
の
過
程
を
辿
っ
た

沖縄方言の動詞活用の記述から

0 i::者

€' 

＠ 

....，、・.. 
炉ー．

ロJ宅

一一一一一一－・fl'!

（

mL
 

...... o,.. 

ロσー

ロヨ
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上
記
①
の
母
音
（
半
母
音
）
体
系
は
共
通
の
古
形
。

こ
れ
ら
の
方
言
は
、
前
舌
及
び
後
舌
母
音
が
高
く
な
り
（
E
U古関）

252 

②
と
な
る
。
宮
古
、

八
重
山
方
一
一
一
口
で
は
、
後
舌
（
両
暦
）
半
母
音
＼
司
＼
が
、
そ
れ
に
「
押
さ
れ
」
て
両
居
化
し
、
＼
「
＼

＼
当
＼
は
＼
『
＼
に
な
り
、

に
な
っ
た
が
、
前
舌
高
母
音
が
中
舌
化
し
て
③
と
な
っ
た
。
与
那
国
方
言
の
場
合
は
、
宮
古
、
八
重
山
方
言
と
同
様
に

前
舌
半
母
音
＼
』
＼
も
そ
れ
と
平
行
し
て
＼
仏
＼
に
な
り
④
と
な
っ
た
。

沖
縄
方
一
一
一
日
の
場
合
は
、

母
音
は
高
く
な
っ
た
が
、
半
母
音
に
は
及
ば
ず
⑤
と
な
っ
た
。
以
上
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
首
旦
方
言
の
＼
当
＼
w

＼
」
＼
に
対
立
す
る
先
島
方
一
一
一
一
円
の
＼
寸
＼
u

＼L
＼
は
、
比
較
的
新
し
い
と
い
え
る
。

形
態
音
素
R
は、

両
者
い
ず
れ
と
も
相
補
分
布
の
関
係

R
は
R
語
幹
が
、
十
日
く
は

r
ま
た
は

D
語
幹
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
木

お
そ
ら
く
D
語
幹
だ
っ
た
こ
と
が
分
る
が
、
現
在
の
首
里
方
言
で
は
、

M
5
が
示
す
よ
う

F0
・9山

音
戸
的
特
徴
の
面
で

r
と
D
に
類
似
し
て
い
て
、

に
あ
る
。
従
っ
て
、

土
方
言
等
と
比
較
す
れ
ば
、

に
、
む
し
ろ
r
語
幹
に
属
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
規
則
M
5
＆

k

は
、
次
の
よ
う
に
修
正
、
統
一
で
き
る
。

呂町・

炉寸

↓ 
，－－－＂』ーー、

Gl 0-ぞ4・'()r 
のぐ同
」一一、，，－－－＂

F
h
d

・向。

R
語
幹
に
現
わ
れ
る
M
、
N
に
つ
い
て
は
、

共
時
態
を
土
台
に
し
て
は
、

ZHNag円
自
己
、
が

zmmz
に
な
る

こ
と
か
ら
、

N
が
古
く
は
円
琵
化
を
起
こ
さ
せ
る
要
素
を
有
し
、

M
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
程
度
で
あ
る
。

本
土
方
言
等
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、

N
は
前
舌
高
母
音
、

M
は
後
舌
高
母
音
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前
接
す
る
子
音
＼
『
＼
場
＼
B
＼

等
に
吸
収
さ
れ
て
で
き
た
こ
と
が
分
る
。
し
か
し

m
E
r
p
Z
《
沈
ま
ぬ
》
等
を
通
時
的
に
古
い
形

ω
丘
ロ
ゲ
《
沈
む
》
と



比
較
す
る
と
、

N
、
M
の
成
立
過
程
は
、
動
詞
語
幹
の
語
腹
な
ら
び
に
、
他
の
品
一
一
川
も
比
較
し
て
始
め
て
、
明
ら
か
に

な
る
と
い
え
る
。

円

hu

・8
4
4

P
語
幹
は
、
話
者
に
よ
っ
て
は
、

M
2
、
M
3
、
M
4
の
規
則
が
凶
定
し
て
（
消
滅
し
て
）
い
る
た
め
に
、

r 

語
幹
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、

r
の
脱
落
し
た
形
、
つ
ま
り
M
4
の
適
用
さ
れ
な
い
形
（
例
、
己
主
《
一
一
一
回

わ
な
い
て
当
日

g
z
《
笑
わ
な
い
》
等
）
が
あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も

r
語
幹
と
は
一
致
し
な
い
白

P
が
通
時
的
に
古
い
形

＼
司
＼
か
ら
き
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
他
方
言
も
確
認
し
て
く
れ
る
が
、

共
時
的
に
も
、

次
項
5
・5
2
の
D
の

理
由
と
同
様
に
古
形
の
推
定
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
υ

5
・5
0

D
語
幹
に
つ
い
て
、

先
ず
、

そ
の
末
尾
子
音
に
前
接
す
る
母
音
が

I
（
〈
む
の
み
で
あ
る
こ
と
に
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
通
時
的
に
は
、
も
と
も
と
他
の
母
音
を
有
す
る

D
語
幹
も
あ
っ
た
が
、

M
ー
が
暗
示

沖船方一戸の動詞h!iJ:fJの記述から

す
る
よ
う
に
、

ー
以
外
の
母
音
を
有
す
る
語
幹
の
末
尾
の

D
は
r
に
変
わ
り
、
す
で
に

r
語
幹
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
本
土
方
一
百
（
ラ
行
四
段
）
は
、
こ
の
推
定
を
確
認
し
て
く
れ
る
ν

こ
の
話
幹
類
の
末
尾
音
D
の
通
時
的

に
古
い
形
は
、
次
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、

お
そ
ら
く
＼
仏
＼
で
あ
っ
た
と
の
仮
説
が
成
立
す
る
。

5
・5
1

D
語
幹
の
替
変
の
型
は
、

A
、
I
型
接
尾
形
式
を
と
る
場
合
は
r
語
幹
の
型
に
、

t
型
接
尾
形
式
を
と

る
場
合
は

t
語
幹
の
型
に
類
似
し
て
い
る
υ

従
っ
て
、

D
は
音
韻
論
的
に

r
及
び
t
に
類
似
し
た
音
素
で
あ
っ
た
と
想

定
さ
れ
る
。

5
・－0
2

語
幹
∞
H

か
ら
∞
口
の
う
ち
、

∞N
は、

戸。・ワ
ω

に
述
べ
た
理
由
で
除
外
し
、

残
り
の
語
幹
類
の
末

253 



D
は
自
然
に

d
と
な
る
こ
と
が
分
る
。

同】（ハ∞
ω）

尾
子
音
を
体
系
表
に
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
、

｝
内
（
∞
∞
一
）

『
（

ω匂一
）

B
3
5〉

254 

同（一
ω印
）

円
】
（
∞
九
日一）

∞

（

ω∞
〉

ω（

ω吋
〉

ロ
（
∞
］
｛
］
｛
）

同
（
一∞
一
｛
〉

F
0

・F
O
q
u

沖
縄
に
は
＼
仏
＼

t＼
吋
＼
の
発
音
の
混
同
が
あ
る
地
方
が
多
く
、

個
人
的
な
習
慣
や
、

病
環
的
な
も
の
で

は
な
い
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
ω

こ
れ
は
、
動
詞
語
幹
末
尾
に
見
ら
れ
る

L
V
吋
の
変
化
が
、
そ
こ
だ
け
に
止
ま

5
・5
4

ら
ず
他
の
環
境
に
も
及
ん
だ
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

D
は
古
く
は
＼
仏
＼
だ
っ
た
と
す
る
仮
説
が
成
立
す
れ
ば
、
次
に
あ
げ
る
一
群
の
単
語
の
関
係
も
語
原
的

に
説
明
で
き
る
と
思
う
。

つ
ま
り
、

』
れ
ら
の
対
に
な
っ
た
語
の
語
根
を
そ
れ
ぞ
れ
d
形
と
し
、

〔
同
〉
円

名
詞
形
は
、

動
詞
語
幹
末
に
は
、

L
V
円
の
変
化
が
起
っ
た
が
、
母
音
I
（
八
む
を
有

の
変
化
以
前
に
固
定
し
古
形
を
保
存
し
た
白

一一てfL 
ilu 

根

す
る
D
話
幹
は
、
語
形
替
変
に
そ
の
変
化
を
反
映
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

名

動

詞

H
m
x凶

（

o
v
c
 

い

0
門
日

（。vc）

丘
一
念
《
太
陽
》

込
〉
円

同
町
’
《
昭
…
る
》

官
含
《
校
》

仏〉円

官
？
《
よ
る
。
分
け
る
》



r
－L 

日
巳
丘

V
2仲

《
禁
止
》

日向日仏

V
2
U’
《
切
る
ω

断
つ
》

丘
一
含
の
長
母
音
化
は
、

こ
れ
に
類
似
し
た
例
は
、
沖
縄
方
言

に
よ
く
み
ら
れ
る
。
（
例
、

5
2
0－
八
百
mmロ
〈

B
E
C
《
松
》
、
当

E
E八
雲
o
r
o
《桶》）

U

官
で
か
ら
派
生
し
た

E
U
《
ふ
る
い
》

ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
丘
町
《
禁
止
》
は
、
詩
歌
に
み
ら
れ
る
が
、

口
語
か
ら
は
そ
の
姿
を
消
し
て
い
る
。

戸

h
d

・ro
本
稿
の
動
調
語
幹
の
扱
い
の
根
底
に
は
、
次
の
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
ω

す
な
わ
ち
、
動
詞
活
幹
の
標

準
形
（
の

8
0巳
の
丘
町
O
H
B
〉
は
、
＃
の
〈
：
・
の
〈
の
’
、

つ
ま
り
末
尾
音
が
子
音
で
あ
る
ω

も
し
末
尾
子
音
の
な
い
形
も
標
準

形
と
し
て
認
め
た
と
す
れ
ば
、

本
稿
の

S
1
・
r
語
幹
を
母
音
語
幹
と
し
、

S
4
・D
語
幹
を

r
語
幹
と
し
、

さ
ら
に
接

同
型
と
し
て
、
規
則
M
5
の
一
部
修
正
（
円
↓
の
ど
の
｜
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
述
は
可

〈

9
）

能
に
は
な
る
。
現
に
そ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

尾
形
式
を
江
戸
型
、
己
型
、

母
音
一
諸
幹
を
立
て
る
こ
と
は
、
接
尾
形
式
の
頭
音
に

r
を
立
て
る
こ
と
に
な
る

U

目
、
琉
語
は
、
周
知
の
よ
う
に
、

r 

1111縄方三の動詞活用の記述から

3
の
規
則
を
み
る
と
、

子
音
連
続

C

C
が
つ
も

に
な
っ
た
り
、

C
は
そ
の
ま
ま
で
の
闘
の
み
が
変
化
す
る
よ
う
な
規
則
は
み
あ
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
修
正
さ
れ
た

規
則
（
円
↓
全
の
｜
）
は
、

こ
の
方
言
の
事
実
を
無
理
な
く
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、

突
を
同
じ
程
度
に
記
述
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
者
の
方
が
、

は
本
来
語
頭
に
立
た
な
い
υ

従
っ
て
、
接
尾
形
式
の
頭
音
に
r
を
立
て
る
分
析
と
、

よ
り
自
然
だ
と
い
え
よ
う
υ

以
上
の
理
由
か
ら
、
動
詞

r
を
立
て
な
い
方
で
は
、
言
語
事

の
母
音
語
幹
を
立
て
る
こ
と
に
は
賛
成
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。

動
詞
語
幹
の
末
尾
を
子
音
と
す
る
こ
と
は
、
接
尾
形
式
を
1
・1
、
1
・2
、
1
・3
の
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
を
可
能

255 



に
し
て
い
る
。
「
終
止
形
」
の
接
尾
形
式
は
、

1
・2
で
述
べ
た
通
り
同
日
自
己
（
〈
－
当
日
自
己
）
で
あ
り
、
自
己
は
主

256 

観
的
判
断
を
表
わ
す
形
式
で
あ
ろ
う
ω

こ
の
自
己
は
、
形
容
詞
や
連
詞
の
い
い
い
切
り
の
形
に
も
現
わ
れ
る
。
ハ
例
、

m
r
g
ω
Z
《

赤

い

》

」

m
Z
《
だ
》
〉
Q

沖
縄
方
一
一
一
一
口
の
複
合
語
幹
は
、
「
終
止
形
」

た
部
分
が
語
幹
に
接
尾
し
た
形
で
あ
る
。

の
接
尾
形
式
同
日
目
白
か
ら

B
d
を
除
い

従
っ
て
、

複
合
語
幹
の
基
形
は
、

語
幹
山
口
円
で
あ
り
、
語
形
替
変
の
上

尾
し
た
形
式
に
も
適
応
す
る

Q

か
ら
は
、
巴
ω
r
語
幹
類
に
属
す
る
u

同
様
な
こ
と
が
接
尾
形
式

Z
2
（〈

Z
R〉
u

同

0
2（
〈
店
者
O

円）

u
g吋
等
の
接

複
合
語
幹
等
の
「
基
本
語
幹
」
「
短
縮
語
幹
」
の
区
別
は

」
の
よ
う
に
記
述
す
れ
ば
、

不
要
に
な
る
（
『
沖
縄
語
辞
典
』
ヨ
・
。
N
W
斗

N

u

E

参
照
）

Q

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

国－

z・
（

v
r
m
B
Z
L
m
E
 
の

命
名
し
た
「
短
縮
語
幹
」
〉

3
8宮
Z
L
F円
自
が
、
も
し
複
合
語
幹
等
の
末
尾
の

r
が、

C
又
は
非
が
後
続
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
脱
落
す
る
（
M
5
）
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
適
当
な
命
名
だ
っ
た
と
い
え
る
。

動
詞
語
幹
の
末
尾
を
子
音
と
す
る
こ
と
の
及
ぼ
す
影
響
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
後
日
稿
を
改
め
る
こ
と
に
す
る
u

6 

お
わ
り
に

Q

以
上
（
1
1
5
）
述
べ
た
こ
と
は
、

日
当
聞
の
記
述
研
究
が
殆
ん
ど
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

勿
論
、
仮
説
で
あ
っ
て
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
い
ろ
い
ろ
の
角
皮
か
ら
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
稿
に
は
、
さ
ら
に
二
重
の
目
的
が
あ
っ
た
υ

第
一
に
、
沖
縄
方
言
の
動
詞
の
語
形
を

よ
り
簡
潔
に
記
述
す
る
こ
と
、
第
二
は
、
こ
の
方
法
に
よ
る
記
述
を
通
し
て
、
通
時
的
な
変
化
を
解
明
す
る
手
掛
り
を

い
く
ら
か
で
も
掴
む
こ
と
で
あ
っ
た
υ



第
二
の
目
的
は
、

5

で
も
述
べ
た
通
り
、

あ
る
程
度
達
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
照
史
的
な
文
献
や
一
記

録
に
乏
し
い
沖
縄
方
言
の
研
究
に
、
共
時
態
を
土
台
に
し
て
通
時
態
を
採
る
方
法
は
す
べ
て
試
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

安
易
に
、
沖
縄
方
一
一
一
口
を
現
代
本
土
方
言
と
比
較
す
る
こ
と
は
さ
け
る
べ
き
で
あ
る
υ

第
一
の
目
的
は
、
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
た
と
思
い
た
い
。

つ
ま
り
、
語
幹
及
び
接
尾
形
式
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
基

形
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
一
語
論
、
形
態
論
的
な
研
究
が
容
易
に
な
る
の
で
は
な
い
か

Q

し
か
し
、
す
べ
て
の

国
で
こ
の
記
述
の
方
法
が
、

よ
り
簡
潔
な
記
述
を
産
み
出
す
と
は
断
言
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の

3
の
替
変
規
則
は
複
雑
で
重
複
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
扱
っ
た
動
詞
活
用
形
以
外
の
音
韻
替
変
、
例
え
ば
複
合

衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
琉
球
方
一
一
一
口
の
記
述
は
、
急
を
要
し
、

よ
り
包
括
的
、
効
果
的
な
規
則
が
発
見
さ
れ
る
と
考
え
る
叫

（

M
）
 

精
密
さ
が
要
求
れ
さ
る

Q

本
稿
は
、

（） 

に
あ
げ

沖縄方i::J• の草bJµJ活用の日己主~から

語
、
形
容
詞
の
活
用
等
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、

た
先
覚
者
達
の
鰍
密
な
記
述
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
υ
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